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後援会ニュース「しおかぜ」は街づく

りのコミュニティ紙として皆さんの

暖かいご支援をお願いします。

ご意見をお聞かせください。

日本共産党浦安市東部後援会
Ｎｅｗｓ

２０１５年 ８月 後援会 HP> http：//uraek.news.coocan.jp/

安倍政権は、憲法９条を踏みにじり、「海外で戦争する国」につくりかえる戦争

法案を、７月１６日民意を無視して衆議院本会議で採決を強行。強行採決後、日

本全国で幅広い世代による抗議行動が行われています。浦安でも、８月２日戦争

法案反対のデモに１２０名の方が参加しました。戦争法案反対の声は「燎原の火」

ごとく全国各地に広がっています。日本を「戦争する国」

にさせないために、みなさん、戦争法案ＮＯ！の声を大きく

上げ、安倍政権の暴走をＳＴＯＰしましょう！

戦争法案（主な内容を下表に示す）はすべて、自衛隊の

役割を拡大して、海外派兵や米軍の支援に充てるためのも

のです。「二度と海外で戦争しない」と誓った憲法の平和原

則を根本から破壊し、日本を米国ととともに「海外で戦争

する国」につくり変えるものです。この「戦争法案」には

三つの重大な問題があります。

戦争法案では、イラクであれアフガニス

タンであれ、米軍が世界中で引き起こした戦争に自衛隊が

どこでも出かけ、これまで行けなかった「戦闘地域」まで

行って「後方支援」をできるようにしています。「後方支援」

は日本独特の造語で、国際的には「兵たん」（ロジスティク

ス）と呼ばれ、武力行使の一部とされています。

法案名 段階 主な内容

戦
争
法
案
（
平
和
安
全
法
制
）

海外派兵恒久法

（国際平和支援法）
戦時 多国籍軍を「戦地」で後方支援

一括改定法

（平和安全法制整備法）

平時

米軍などの「武器等防護」任務の新設

米軍部隊への便宜供与の拡大

在外邦人の「救出」任務の新設

ＰＫＯ武器使用・活動枠の拡大

米軍などを「戦地」で後方支援

船舶検査活動の拡大

戦時
集団的自衛権行使の事態を定義

戦時の活動範囲、支援相手国の制約撤廃

重大問題①

重大問題③

重大問題②

重大問題①

ＰＫＯ（国連平和維持活動）

法改定で、形式的には「停戦合意」がなされ

ていても、戦乱が続く地域に自衛隊を

派遣して、武器を使った治安維持活動

を可能にしようとしています。これに

よって、アフガニスタンで３５００人

もの死者を出したＩＳＡＦ（国際治安

支援部隊）のような活動に道を開くこ

とになります。 これまでの自衛隊の

海外派兵法では、武器の使用はすべて、

「自己防護」に限っていましたが、

法案はこれに、任務遂行（敵対勢力の

「妨害排除」など）のための武器使用

を追加しました。

集団的自衛権とは、自国が攻撃された

わけでもないのに、他国が引き起こす戦争に武力行使をも

って参加することです。これまでの政府は、集団的自衛権

の行使は「憲法上、許されない」と言ってきました。とこ

ろが昨年７月「閣議決定」で、武力行使の「新３要件」（２

面に掲載）を定め、他国に対する武力攻撃でも、「日本の

存立が脅かされた」と政府が判断すれば集団的自衛権を発

動できるようにしました。しかし、どんな事態が「存立」

の危機に該当するのかを決めるのは、時の政府の判断なの

です。

安倍首相は、米国が国際法上違法な先制攻撃を始めた場

合でも、「新３要件を満たすことになるかは、個別具体的

な状況に照らし、総合的客観的に判断される」と言うだけ

で「侵略戦争」への参戦を否定していません。
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■ 武力行使の「新３要件」■

① 我が国に対する武力攻撃が発生したこと、又

は我が国と密接な関係にある他国に対する武

力攻撃が発生し、これにより我が国の存立が

脅かされ、国民の生命、自由及び幸福追求の

権利が根底から覆される明白な危険がある場

合

② これを排除し、我が国の存立を全うし、国民

を守るために、他に適当な手段がないとき

③ 必要最小限度の実力を行使すること
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